

















おお いえ たか ひろ
大家 隆 弘
工学博士
第 9 777 号
平成 3 年 3 月 26 日
基礎工学研究科物理系専攻



























































冠動脈造影画像から狭窄部位の自動検出を行うために， (1), (2), (3)の各処理が満たすべき性能につい
て考察し，これらの処理の組み合わせによる狭窄部位の自動検出システムについて言及した。また，そ
の方法を実際の冠動脈造影画像に適用し冠動脈狭窄病変の自動検出とその狭窄率の推定が可能である
ことを示した。
以上述べたように，本研究は，冠動脈造影画像処理による冠動脈狭窄病変の自動診断システムの実現
の可能性を示しており，このことは臨床診断の定量化と精密化に寄与するところが大きい。よって，本
論文は工学博士の学位論文として価値のあるものと認めるO
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